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地  勢 

 本圏域は、県中央よりやや北部に位置します。北は日光国立公園を背景とする雄大

な高原山系に面し、西に北部山岳地帯より源を発する鬼怒川、東に箒川の清流等の大

小河川と緑豊かな森林などの自然環境に恵まれ、南は平坦な田園地帯が広がり、南北

に長いひし形をしております。 

 塩谷広域行政組合は、矢板市、さくら市、塩谷町及び高根沢町（２市２町）で構成

され、圏域の総面積５４３．０２ｋ㎡は、県土の８．４７％、人口１１６，９２３人

は県全体の５．９７％を占めております。 

 一方交通網は、主な幹線高速交通ネットワークとして、東北新幹線、東北自動車道

があり、一般国道が３路線（４号、２９３号、４６１号）整備されています。また、

鉄道網としてＪＲ宇都宮線、ＪＲ烏山線があります。 

 塩谷地区広域市町村圏では、「豊かな自然と都市機能がある快適で活力ある塩谷広

域圏」をめざして地域振興に取り組み、健康で活力があり、安全、快適で独創的な主

体性ある地域社会づくりが期待されています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 面積(㎢) 人口(人) 世帯数 

矢 板 市 170.46 31,904 13,132 

さ く ら 市 125.63 44,578 16,502 

塩 谷 町 176.06 11,001 4,032 

高 根 沢 町 70.87 29,440 12,462 

合 計 543.02 116,923 46,128 

※令和２年４月１日現在 

※住民基本台帳に基づく人口
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沿  革 

 

昭和４０年 １月 １日 矢板市消防本部を設置、消防ポンプ自動車１台 

消防職員８名採用 

矢板市から出向者１名 

 ４月 １日 消防職員６名採用し１５名となる 

昭和４４年 ３月 矢板市消防本部庁舎落成 

 ４月 １日 消防職員４名採用 

 ４月 ８日 消防職員１名採用 

 １２月 １日 消防職員１名採用 

昭和４５年 ４月 １日 消防職員１名採用 

 

広域消防設立の経過 

昭和４５年９月以降、数次にわたり関係５市町（矢板市、塩谷町、氏家町、高根沢

町及び喜連川町）の長、執行部、議会、消防団長等による消防業務を共同処理するた

めの協議を重ね、県の説明と指導を受け、途中幾多の難題を越え大筋の同意を得て昭

和４６年２月１５日｢塩谷郡市広域消防推進協議会｣が発足し、政令指定の陳情、具体

的な消防施設整備計画の決定をみた。 

昭和４６年３月政令指定の内示に伴い関係市町議会に｢塩谷郡市消防組合｣設立に関

する議案を提出し、原案のとおり可決され､３月２６日栃木県知事に申請し、昭和４

６年４月１日付、矢板市を中心として、塩谷町、氏家町、高根沢町及び喜連川町の１

市４町をもって塩谷郡市消防組合が発足した。 

消防本部は、矢板市に置き、本部１、署１の組織で職員は、矢板市からの引継ぎ職

員を主力に８名の新規採用者を加えて出発した。当時は、暫定的に矢板市消防本部庁

舎を本部、署として使用。消防車両、機械器具も矢板市から引き継がれた。 

 

昭和４６年 ５月 １日 塩谷郡市保健予防組合から１名出向 

 ８月 １日 消防職員３２名採用 

 １２月２０日 水槽付消防ポンプ自動車３台購入 

昭和４７年 ２月 １日 消防職員８名採用 

 ２月１０日 消防職員１名採用 

 ３月 １日 高根沢分遣所庁舎落成。水槽付消防ポンプ自動車

を１台配置、職員１３名配置し業務開始 

 ３月１５日 救急自動車１台購入 

 ３月２１日 氏家分遣所庁舎落成。水槽付ポンプ自動車１台、

救急自動車１台配置、職員１７名配置し業務開始 

 ４月 １日 消防職員１４名採用 

 ４月 ３日 消防職員１名採用 

 ７月 １日 広報連絡車１台購入、氏家分遣所に配置 

 ８月３０日 救助工作車１台購入、矢板消防署に配置 

 ９月 １日 消防職員２５名採用 

 １０月１３日 普通消防ポンプ自動車２台購入 

 １１月２１日 救急自動車１台購入、高根沢分遣所に配置し救急

業務開始 
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 １２月２０日 喜連川分遣所庁舎落成、消防ポンプ自動車１台を

配置、職員１３名配置し業務開始 

昭和４８年 

 

２月 １日 塩谷分遣所庁舎落成、消防ポンプ自動車１台を配

置、職員１３名配置し業務開始。救急自動車１台

購入、矢板消防署に配置 

 ４月 １日  消防職員１３名採用、１２６名となる 

 ４月１６日 指令車１台購入、矢板消防署に配置、広報連絡車

３台購入、塩谷、高根沢及び喜連川分遣所に配置 

 ５月 １日  救急自動車２台購入、塩谷及び喜連川分遣所に配

置、救急業務開始 

 ６月１５日 普通消防ポンプ自動車１台購入、矢板消防署に配

置 

 ８月 ９日 日本道路公団から救急自動車１台貸与、東北自動

車上り線矢板・宇都宮 IC 間救急業務開始 

昭和４９年 ４月 １日 消防職員８名採用、１３４名となる 

 ６月２６日 普通消防ポンプ自動車１台購入、氏家分遣所に配

置 

 ７月 １日 化学消防ポンプ自動車１台購入、矢板消防署に配

置 

 １１月２７日 広報連絡車１台購入、矢板消防署に配置 

 １２月２０日 東北自動車下り線矢板・西那須野ＩＣ間救急業務

開始 

昭和５０年 ４月 １日 消防職員６名採用、１３９名となる 

 ６月２６日 日本損害保険協会から普通消防ポンプ自動車１台

寄贈「矢板号」、小型動力ポンプ３台購入、塩谷、

高根沢及び喜連川各分遣所に配置 

 １０月３０日 現場指揮車１台購入、本部に配置 

昭和５２年 ２月２２日 連絡車１台購入、本部に配置 

 ４月 １日 欠員補充のため消防職員６名採用 

昭和５３年  １０月 ４日 普通消防ポンプ自動車１台購入、高根沢分遣所に

配置 

昭和５４年  ４月 １日  塩谷地区広域行政事務組合と合併し、塩谷広域行

政組合消防本部となり、分遣所を分署に昇格、組

織を１本部１署４分署とする。事務部局の合理化

により、消防職員定数１３６名となる。 

昭和５５年 １２月２５日 栃木県防災行政無線を消防本部に設置 

昭和５６年 ３月２５日 矢板消防署庁舎新築 

 

 

４月 １日 消防吏員４名、矢板市、塩谷町、氏家町、高根沢

町へ配置替え 

 ６月 ８日 査察連絡車１台購入、本部に配置 

 ６月２６日 矢板消防署庁舎落成式挙行 

 ６月３０日 矢板消防署倉庫、整備庫等竣工 

 ９月１０日 救急自動車１台、日本消防協会より寄贈され矢板

消防署に配置 

昭和５７年 ２月２６日 事務部局の合理化により、消防職員定数１３０名

となる 
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昭和５８年 ３月 ５日 

 

消防本部指令車１台更新、氏家分署広報連絡車１

台更新 

 ４月 １日 

 

機構改革により、事務部局の合理化を図り、窓口

事務の変更 

 ８月１９日 救急自動車１台、日本消防協会より寄贈され、氏

家分署に更新配置 

 ８月３１日 水槽付消防ポンプ自動車１台購入、矢板消防署に

更新配置 

 １２月 １日 消防本部庁舎改築、複合事務庁舎となる 

昭和５９年 ３月３１日 塩谷、高根沢及び喜連川分署の広報連絡車更新 

 ９月２８日 水槽付消防ポンプ自動車１台購入、高根沢分署に

更新配置 

昭和６０年 ３月２２日 塩谷分署救急自動車更新 

 ７月 １日 矢板消防署広報連絡車更新 

 １０月 １日 水槽付消防ポンプ自動車１台購入、氏家分署に更

新配置 

昭和６１年 ７月２３日 救助用ゴムボート１艇購入、矢板消防署に配備 

 ９月２５日 消防ポンプ自動車２台購入、塩谷及び喜連川分署

に更新配置 

昭和６２年 ２月１０日 救急自動車１台、日本損害保険協会より寄贈され

矢板消防署に更新配置 

 ２月１４日 本部連絡車更新 

 ４月 １日 消防職員５名採用 

 ８月２２日 普通消防ポンプ自動車２台購入、矢板消防署及び

氏家分署に更新配置 

昭和６３年 ４月 １日  消防吏員４名、矢板市、塩谷町、氏家町及び高根

沢町へ配置替、消防職員４名採用 

平成 元年 ２月 ２日 救助工作車１台購入、矢板消防署に配置し特別救

助隊編成 

 ４月 １日 消防吏員１名、喜連川町へ配置替 

  消防職員２名採用 

平成 ２年 ４月 １日 消防吏員１名、高根沢町へ配置替 

  組合事務局より１名出向 

平成 ３年 ４月 １日 消防吏員２名、矢板市及び塩谷町へ配置替 

  組合事務局へ１名出向 

  消防職員３名採用 

 １０月１８日 救急自動車１台購入、矢板消防署に更新配置 

 １２月２０日 普通消防ポンプ自動車１台購入、高根沢分署に更

新配置 

平成 ４年 １月２８日 救急自動車１台山之内製薬(株)より寄贈、高根沢

分署に更新配置 

 ４月 １日 消防吏員１名、氏家町へ配置替、１名退職 

  消防吏員２名採用 

 １１月１６日 化学車１台購入、矢板消防署に更新配置 

平成 ５年 ３月１７日 広報車１台購入、消防本部予防課に更新配置 

 ４月 １日 消防吏員１名、喜連川町へ配置替 
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  消防吏員３名採用 

 １０月１５日 消防吏員１名退職 

 １２月１７日 広報車１台購入、氏家分署に更新配置 

 １２月２６日 資機材運搬車１台購入、矢板消防署に配置 

平成 ６年 ３月３１日 消防吏員１名退職 

 ４月 １日 消防吏員１名、塩谷町へ配置替 

  消防吏員４名採用  

  組合事務局１名出向 

 ５月１６日 消防吏員１名退職 

 ７月２０日 防火号１台、日本防火協会より寄贈、矢板消防署

に配置 

 ９月２８日 広報車１台購入、塩谷分署に更新配置 

       １１月２９日 山林火災用コンテナ購入、矢板消防署に配置 

平成 ７年 ２月２７日 救急車１台購入、氏家分署に配置 

 ４月 １日 消防吏員１名採用 

 ９月２８日 広報車２台購入、高根沢及び喜連川分署に更新配

置 

 １１月 ９日 広報車１台購入、塩谷分署に更新配置 

平成 ８年 ２月２９日 救急車１台購入、喜連川分署に更新配置 

 ３月２６日 水難救助用コンテナ購入、矢板消防署に配置 

 １１月 １日 広報車１台購入、矢板消防署に更新配置 

 １１月 ７日 連絡車１台購入、消防本部に更新配置 

 １２月１８日 救急車１台購入、塩谷分署に更新配置 

平成 ９年  ４月 １日 分署を署に昇格、組織を１本部５署とする 

  消防職員定数１５０名となる 

  消防吏員４名採用 

  消防学校へ１名派遣 

  組合事務局へ１名出向 

 ６月３０日 事務吏員１名退職 

 １２月１６日 化学車１台購入、氏家消防署に配置 

  

 

水槽付消防ポンプ自動車１台購入、高根沢消防署

に更新配置 

平成１０年 ３月２０日 喜連川消防署庁舎新築、移転して業務開始 

 ４月 １日 消防吏員５名採用 

  栃木県消防防災航空隊へ１名派遣 

  組合事務局へ３名派遣 

  組合事務局から１名出向 

 １１月１８日 救助工作車１台購入、高根沢消防署に配置 

平成１１年 ３月２４日 高規格救急車１台日本損害保険協会から寄贈、矢

板消防署に更新配置 

 ３月３１日 消防吏員１名退職 

 ４月 １日 消防吏員４名採用 

  組合事務局へ１名出向 

  矢板市へ１名派遣 

平成１２年 ４月 １日 消防吏員５名採用 

  栃木県消防防災課へ１名派遣 
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  組合事務局へ１名派遣 

 １０月３１日 消防ポンプ自動車２台購入、塩谷及び喜連川消防

署に更新配置 

平成１３年 ３月１６日 氏家消防署庁舎新築、移転して業務開始 

 ３月３０日 液化石油ガス設備工事届出受理事務開始 

 ３月３１日 消防吏員２名退職 

 ４月 １日 消防吏員５名採用 

  矢板市から１名出向 

  組合事務局へ１名出向 

  組合事務局へ１名派遣 

  栃木県消防防災航空隊へ１名派遣 

平成１４年 ２月 ６日 消防吏員１名退職 

 ２月２５日 消防ポンプ自動車１台購入、氏家消防署に更新配

置 

 ３月 １日 消防吏員１名採用 

 ３月３１日 消防吏員４名退職 

 ４月 １日 組織改編により警防課を設置し、３名を配置 

  消防吏員５名採用 

  矢板市へ１名出向 

  矢板市へ１名派遣 

 ６月 ２日 消防吏員１名退職 

 ６月２５日 高根沢消防署庁舎新築、業務開始 

平成１５年 ２月１９日 消防ポンプ自動車１台購入、矢板消防署に更新配

置 

 ３月２５日 塩谷消防署庁舎新築、業務開始 

 ３月２７日 高規格救急自動車１台購入、高根沢消防署に更新

配置 

 ３月３１日 消防吏員５名退職 

 ４月 １日 消防吏員６名採用 

  矢板市へ１名派遣 

  組合事務局へ１名派遣 

 ７月２５日 現場指揮車１台購入、消防本部に配置更新 

平成１６年 ３月３１日 消防吏員３名退職 

 ４月 １日 消防吏員４名採用 

  組合事務局から１名出向 

  組合事務局へ３名出向 

  栃木県消防防災航空隊へ１名派遣 

 ５月１１日 軽連絡車購入、消防本部に配置 

 １１月２２日 災害対応特殊救急自動車１台購入、氏家消防署に

更新配置 

平成１７年 ３月 １日 

 

矢板市より緊急消防自動二輪車３台贈与、矢板消

防署に配置 

 ３月２８日 氏家町と喜連川町が新設合併し、さくら市となる 

 ３月３１日 消防吏員３名退職 

 ４月 １日 消防吏員４名採用 

 ４月３０日 消防吏員１名退職 
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 １２月 ８日 高規格救急自動車１台購入、塩谷消防署に更新配

置 

 １２月２８日 高規格救急自動車１台日本損害保険協会から寄

贈、喜連川消防署に更新配置 

平成１８年 ２月２８日 消防吏員１名退職 

 ３月 １日 消防吏員１名採用 

 ３月３１日 消防吏員３名退職 

 ４月 １日 消防吏員３名採用 

 ８月１８日 広報車１台購入、消防本部予防課に更新配置 

 ９月 ３日 栃木県・矢板市総合防災訓練実施 

 １１月１０日 災害対応特殊消防ポンプ自動車１台購入、高根沢

消防署に更新配置 

平成１９年 ３月３１日 消防吏員９名退職 

 ４月 １日 消防吏員８名採用 

  栃木県消防防災航空隊へ１名派遣 

 ８月１３日 訓練指導車（けすゾウくん）（財）日本宝くじ協会

より寄贈、消防本部に配置 

平成２０年 ３月３１日 消防吏員１１名退職 

 ４月 １日 消防吏員９名採用 

  組合事務局から１名出向 

 １２月 ９日 高規格救急車１台購入、矢板消防署に更新配置 

平成２１年 ３月３１日 消防吏員４名退職 

 ４月 １日 組織改編により通信指令課を設置し、１０名を配

置（専従） 

  消防吏員９名採用 

  栃木県消防学校へ１名派遣 

  栃木県消防広域化協議会へ１名派遣 

 ６月 １日 消防本部・矢板消防署庁舎新築移転、業務開始 

  通信指令設備を導入、消防本部に設置、通信指令

業務を開始   

平成２２年  ３月２５日 救助工作車１台購入、矢板消防署に更新配置 

  ３月３１日 消防吏員１１名退職 

  ４月 １日 消防吏員１１名採用 

 １２月１７日 高規格救急車１台購入、高根沢消防署に更新配置 

平成２３年  ３月３１日 消防吏員１３名退職 

  ４月 １日 消防吏員１２名採用 

 １２月１５日 災害対応特殊救急自動車１台購入、氏家消防署に

更新配置 

平成２４年  ２月２０日 災害対応特殊化学消防ポンプ自動車Ⅰ型１台購

入、矢板消防署に更新配置 

  ３月３１日 消防吏員１３名、事務吏員１名退職 

  ４月 １日 機構改革により係制を廃止、担当制となる。 

  ４月 １日 消防吏員１２名採用 

 １１月２８日 大田原地区広域消防組合、黒磯那須消防組合、南

那須地区広域行政事務組合及び塩谷広域行政組合

の消防指令事務の共同処理に関する協定締結 
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 １２月１３日 水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型）１台購入、高

根沢消防署に更新配置 

  １月３１日 消防庁所有の緊急消防援助隊の活動に係る国有財

産等の無償使用人員輸送車１台矢板消防署配置 

平成２５年  ２月２０日 支援車（Ⅱ型）１台購入、矢板消防署に更新配置 

  ３月３１日 消防吏員４名退職 

  ４月 １日 消防職員定数１９６名となる 

  消防吏員９名採用 

 １２月 ９日 水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ｂ型）１台購

入、塩谷消防署に更新配置 

平成２６年  ３月３１日 消防吏員７名退職 

     

 

 

 ４月 １日 消防吏員９名採用、１名再任用 

１１月１４日 広報車１台購入、氏家消防署に更新配置 

１２月１１日 高規格救急車１台購入、喜連川消防署に更新配置 

平成２７年  ３月３１日 消防吏員５名退職 

  ４月 １日 消防吏員１１名採用 

  栃木県消防防災航空隊へ１名派遣 

  栃木県消防広域化協議会へ１名派遣 

  ９月３０日 高規格救急車１台購入、塩谷消防署に更新配置 

広報車３台購入、塩谷消防署、高根沢消防署、喜

連川消防署に更新配置 

１０月 １日 那須地区消防組合、南那須地区広域行政事務組合

及び塩谷広域行政組合間において消防通信指令に

関する事務を共同して管理執行するため、栃木北

東地区消防通信指令事務協議会を設立。これに伴

い、当該協議会事務に従事する職員として当消防

本部より８名を選任し、栃木北東地区消防指令セ

ンター（那須地区消防本部庁舎内）において、１

１９番通報の受信、出動指令等の共同運用を開始

する。併せて消防救急デジタル無線（活動波）の

運用を開始する。 

平成２８年  ３月３１日 消防吏員５名退職 

 ４月 １日 

 

 

 

 ９月３０日 

組織改編により通信指令課を廃止 

消防吏員１０名採用 

消防救急デジタル無線（共通波）の栃木県内全消

防本部での共同運用開始 

高規格救急車１台購入、矢板消防署に更新配置 

平成２９年  ３月 １日 

３月 ２日 

 

３月３１日 

 ４月 １日 

消防吏員１名採用 

災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型）

１台購入、氏家消防署に更新配置 

消防吏員５名退職 

消防吏員９名採用 

平成３０年 

 

 

 ２月２６日 

４月 １日 

  

９月１３日 

救助工作車１台購入、高根沢消防署に更新配置 

消防吏員７名採用 

栃木県消防防災課へ１名派遣 

高規格救急車１台購入、高根沢消防署に更新配置 
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平成３１年  １月１７日 広報車１台購入、矢板消防署に更新配置 

 ３月３１日 消防吏員５名退職 

 ４月 １日 消防吏員７名採用 

令和２年 ２月１９日 水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅰ－Ｂ型）１台購

入、喜連川消防署に更新配置 

 ４月 １日 消防吏員７名採用 

  栃木県消防学校へ１名派遣 

 


